
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｒａｎｄｏｍ試料の相互管理を行う 

  ＰｏｌｅＮｏｒｍａｌｉｚｅｒソフトウエア 
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 複数の職場で極点測定を行い、極点図をｒａｎｄｏｍ試料でｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った極密度を 

評価する場合、ｒａｎｄｏｍの平均強度（規格化値）の違いにより極密度が異なります。 

 疑似規格化を行うか、あるいはＯＤＦ解析を行えばｒａｎｄｏｍ試料の平均強度が異なっても 

 同一の極密度が得られます。 

 ｒａｎｄｏｍ補正を行った後、不完全極点図の規格化（疑似規格化）は、ｒａｎｄｏｍ試料間の 

平均強度の違いを解消しますが、完全極点図の不完全部分とは異なっています。 

 例えば、Ｃｕｂｅ方位の｛００１｝極点図を考えると、完全極点図では５個の極がありますが 

 不完全極点図では１個の極になり、規格化強度が異なってしまいます。 

 このような考えで、ｒａｎｄｏｍ試料の平均強度の違いを補正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年１１月１８日 
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１．概要 

 極点データ処理では光学系補正にｒａｎｄｏｍ試料を用いてｄｅｆｏｃｕｓ補正が行われる。 

   被検試料の極密度算出にはｒａｎｄｏｍ試料の等面積で算出した平均強度（規格化強度）により 

規格化される。 

異なる被検試料の極密度を比較する場合、同一のｒａｎｄｏｍ試料による平均強度で規格化します。 

この場合、ｒａｎｄｏｍ測定と被検試料の測定条件は同一で行います。 

 

ソフトウエアは、以下の状況時利用します。 

    事業所が異なり複数のｒａｎｄｏｍ試料で運用する場合 

  異なったｒａｎｄｏｍ試料の場合、平均強度が同じとは限りません。 

ｒａｎｄｏｍ試料と被検試料の試料サイズが異なりＤＳスリット幅を変えて測定した場合 

  試料サイズが小さいと、ＤＳスリットは狭くします。 

  （ｄｅｆｃｏｕｓ曲線はＤＳには関係なく、測定２θ角度、受光スリット幅に依存します。） 

  

  

 

解決方法 

 事業所が異なり複数のｒａｎｄｏｍ試料で運用する場合 

  標準のｒａｎｄｏｍ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）を決めて標準に平均強度を合わせる 

 

ｒａｎｄｏｍ試料と被検試料の試料サイズが異なりＤＳスリット幅を変えて測定した場合 

  標準のｒａｎｄｏｍ試料でＤＳを変えて、Ｘ線ビームが試料からはみ出ないα領域の 

測定を行い、平均強度比率を算出し補正を行う。 

例えば、α範囲８０－＞９０度を行う。   

  

 いずれの場合でも、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５（２）の疑似規格化を使用すれば解決します。 

 ODFPoleFigure1.5 

   

 ODFPoleFigure2 

   

 

 上記疑似規格化を使用しない場合を説明します。 

 

 入力データ 

  全て、バックグランドを削除したＴＸＴ２データを用います。  

   

 

 

 



２．ソフトウエアの使い方 

 ODFPoleFigure1.5->TooKit->DefocusTools->PoleNormalizer 

  

  

 標準 random1TXT2ファイルを選択 

    Random2TXT2ファイルの選択 

 

 

 Random1の平均強度を表示（変更が可能） 

DSを変えた場合の比率を入力 

Random2を random1に合わせる 

   random2を random1に規格化した TXT2ファイルを作成 

  

 

 

 

 

 

 

 



３．ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５によるバックグランド削除 

  

 

 バックグランドデータが異常ない事を確認し、バックグランド削除を指定 

 極点図の中心は平均する。 

   バックグランド削除を行う。 

 

   極点図の最大強度が表示される。 

 

 補正が不要な場合、バックグランド除去したＴＸＴ２データ defocusに登録します。 

 

 

 

 

 



４．事業所が異なり複数のｒａｎｄｏｍ試料で運用する場合 

 バックグランドを削除した複数の TXT2ファイルから 

  

 最大値が最大の randomデータを referenceとして説明します。 

Referenceに最大値 1708.2の random試料を選択 

 

 最大値と規格化値が表示され、Sampleの normalizeに最大値の規格化値が表示されます。 

Sampleに最大値 1637.03の random試料を選択 

 

 Calcで Sampleデータに 1472.91/1411.54を掛け合わせます。 

 



  

 

 Reference  sample   Sampleを Referenceに規格化した極点図 

 

 

 FileMakeで sampleファイル名に_chNORMが追加した TXT2ファイルが作成されます。 

 これで、Referenceと同一の平均強度（規格化強）の sampleファイルが作成されます。 

   

  Sampleの Referenceへの規格化プロファイルは Referemceに重なっています。 

     ほぼ重なる事を確認してください。 

  この画面は重要なパラメータなので、印刷してください・ 

Reference 

 

 

Sample 



５．印刷 

 画面上でマウスを右クリック 

 

  

  Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅによる規格化は同様に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ＲｅｆｅｒｅｎｃｅではないデータをＲｅｆｅｒｅｎｃｅとして用いる場合 

ＮＯ２（Max1637.03）によりＮＯ３(Max1423.5)を Reference(Max1708.2)に規格化する 

   ReferenceとNO2の比率 1472.91/1411.54を入力 

  

  

   Referenceの規格化値が算出されます。 

  

 よって、NO3の random試料も、Referenceに規格化されます。 

NO3を Referenceに規格化 

 

NO2random 

 

NO3random 



７．ｒａｎｄｏｍと配向試料で試料サイズが異なる場合 

 ｒａｎｄｏｍ試料サイズが小さく、通常のＤＳスリットでは試料を煽った場合、Ｘ線ビームが 

 はみ出す事があります。この様な時は、以下の方法で補正を行います。 

 例えば、ｒａｎｄｏｍプロファイルをＤＳ＝１／４度、配向試料をＤＳ＝１／２度で測定する。 

 １／４度のｒａｎｄｏｍプロファイルを１／２度のｒａｎｄｏｍプロファイルに変換します。 

 広いスリットでもはみ出さないα領域も極点図を測定する。α＝７０から９０度 

 バックグランドを削除した極点図を測定 

 ＤＳ＝１／２度   ＤＳ＝１／４度    

   

 １／２を Referenceに指定 １／４を sampleに指定 

  

 １／４を１／２に規格化する。 

  

  

 

Sampleを 

2311.88/1284.38倍しています。 



 １／４度の randomプロファイルから１／２度の randomプロファイルを作成 

 Referenceと sampleに１／４度で測定したバックグランドを削除した TXT2ファイルを指定 

  

  倍率に 2311.88/1284.38を指定して計算（ｃａｌｃ）する。 

  

 

 ファイルを作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１／２度に規格化した 

ｒａｎｄｏｍプロファイル 

 

 

１／４度で測定した 

ｒａｎｄｏｍプロファイル 



８．ｒａｎｄｏｍ試料サイズが異なる場合 

 Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅを１／２度、サイズの小さいｒａｎｄｏｍを１／４度で測定した場合 

   

 １／２度で測定した Reference  １／４度で測定した別の random２を指定 

 

 

 Random2の１／２度と１／４度の比率 2311.88/1284.38 を入力する 

  

 この方法で、DSスリットが異なるデータによる規格化が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＣａｌｃソフトウエアによる平均強度(規格化値)の合わせ込みと曲線の整形 

  

Ｆｉｔｔｉｎｇによりプロファイルの整形 

  

  

 Ｃａｌｃで Fitting結果を用いて１４７２．９１に規格化したファイルを作成 

  

 



 

 

  

 整形し、規格化したファイルを確認 

 

 

 

  

  


